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各委員会の構成 （敬称略） 

区　 分  総務文教常任委員 会  産業厚生常任委員 会  議会運営委員 会  広報編集特別委員会 

委 員 長  大　谷　友　 孝  熊　谷　　　 清  菅　野　義　 人  佐　藤　八　郎 

副委員 長  志　賀　　　 毅  細　川　敏　 夫  佐　藤　忠　 義  佐　藤　忠　義 

委　　 員  北　原　　　 昇  佐　藤　長　 平  佐　藤　長　 平  佐　藤　長　平 

委　　 員  横　山　正　 秀  菅　野　義　 人  大　谷　友　 孝  志　賀　　　毅 

委　　 員  佐　藤　八　 郎  北　山　文　 子 －  佐　野　幸　正 

委　　 員  佐　藤　忠　 義  佐　野　幸　 正 －  伊　東　　　利 

委　　 員  大和田　和　 夫  伊　東　　　 利  －  － 

こ
の
度
、
定
数
削
減
の
も
と
新
た

な
議
員
が
選
任
さ
れ
、
不
肖
私
が
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
議
長
と

し
て
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
正
公
平
の
立
場
を
重
ん
じ
、
議
会

で
十
分
な
議
論
を
深
め
、
議
会
の
活

性
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
民
の

声
が
村
政
に
正
し
く
反
映
さ
れ
る
よ

う
、
山
積
し
て
い
る
政
治
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
開
か
れ
た
議
会

運
営
に
誠
心
誠
意
努
力
す
る
覚
悟
で

す
。我

が
村
は
自
立
の
村
と
し
て
歩
ん

で
お
り
ま
す
が
、
自
立
の
村
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
の
は
何
と
言
っ
て
も

村
民
全
体
の
所
得
向
上
で
あ
り
、
村

民
が
財
政
的
に
恵
ま
れ
な
け
れ
ば
自

立
の
村
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
の
で

す
。
自
立
と
な
れ
ば
、
今
後
は
村
民

の
負
担
及
び
我
慢
が
避
け
て
は
通
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
に
は
、

村
民
の
生
産
基
盤
の
向
上
、
つ
ま
り

商
工
業
へ
の
支
援
や
雇
用
の
場
の
確

保
、
農
業
に
つ
い
て
も
、
自
主
自
立

の
村
な
ら
で
は
の
支
援
策
の
存
続
拡

大
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
せ

る
福
祉
施
策
及
び
少
子
化
社
会
へ
の

対
策
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
よ

う
努
力
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
主
要
道
路
と
生
活
道
路

の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
の
断
行
、
健
全
な
村
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村婦人会や保健協力委員会
の協力を得て、健康講演会が

「いちばん館」で開催されまし
た。

講演会では、ロマリンダク
リニック（郡山市）の富永國
比古院長を講師に招き、「更
年期をいきいきと過ごすため
に」というテーマで講演が行
われました。講演の中で富永
先生は、更年期の症状や原因、
治療法、および更年期の過ご
し方などについて説明。参加者は、先生の講演に真
剣に耳を傾けていました。

また、講演会前後には、血圧と骨密度測定も行わ
れ、自分の体と心に向き合う機会となりました。

表の項目で、当てはまる
症状とその程度をチェック
し点数を付けます。合計点
で治療の必要性が判定でき
ます。

チェック項目にある症状
の全てが更年期障害によっ
て起こるとは限りません。結
果が90点を超える場合には、
更年期障害以外の生活習慣
病などの病気が潜んでいる
ことも考えられるので、精密
検査が必要になります。

生後５ヵ月から１歳未満の乳児とその保護者を対象に、村が
毎年実施している「らっこくらぶ」。後期らっこくらぶ第１回目
が「いちばん館」で行われ、10組の親子が参加しました。

今回は、絵本の読み聞かせのほか、消防飯舘分署の協力をいた
だき、乳幼児の救急についても学びました。

今年度の「らっこくらぶ」は、あと２回（11月17日と12月１日）
開催する予定です。




